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研究成果の概要（和文）：本研究ではアブラナ科植物において、日本とトルコ由来の系統間で引き起こされる新
規な一側性不和合性(UI)の認識因子として、柱頭側受容体SUI1 (STIGMATIC UNILATETAL INCOMPATIBILITY 1)な
らびに花粉側リガンドPUI1 (POLLEN UNILATERAL INCOMPATIBILITY 1)をそれぞれ単離した。興味深いことに
SUI1・PUI1は自家不和合性の認識因子SRK, SP11から遺伝子重複によって生じたと考えられた。日本由来系統で
はPUI1が、トルコ由来系統ではSUI1がそれぞれ機能喪失したことが、両系統間の一側性不和合性の原因であっ
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated that recognition between a novel gene pair, a
 pistil receptor SUI1 (STIGMATIC UNILATETAL INCOMPATIBILITY 1) and pollen ligand PUI1 (POLLEN 
UNILATERAL INCOMPATIBILITY 1), triggers unilateral incompatibility (UI) between plants of two 
geographically distant Brasscia rapa lines, Japand and Turkey. Interestingly, SUI1 and PUI1 might 
have been generated by a duplication event of SRK and SP11, which have been reported the recognition
 factor of self-incompatibility in Brassicaceae. We represented that the functional SUI1 alleles 
were in the Japanese lines but not in the Turkish lines; conversely, the functional PUI1 allele was 
in the Turkish lines but not in the Japanese lines. These data suggest a reciprocal loss of SUI1 and
 PUI1 in different populations cause the UI in B. rapa.

研究分野： 植物育種学

キーワード： アブラナ科植物　花粉・柱頭情報伝達　一側性不和合性　自家不和合性
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１． 研究開始当初の背景
有性生殖は、生物の進化に対して非常に重

要な役割を担っており、興味深い現象を多く含
んでいる。特に植物にとっては、雌ずいに無作
為に運ばれてくる花粉の中から、適切な交配相
手を積極的に選択することが、集団内での遺伝
的多様性を維持しつつも次世代を安定的に産
出するために必要不可欠である。このため植物
は受精を完成させるまでの間に多くの機能を発
達させてきた。

花粉・柱頭情報伝達の結果として起こる交雑
不和合性に関する研究は、作物育種への応用
のみならず、生物界における生殖的隔離機構に
も関わることから、古くから多くの研究者の興味
を引いてきた。本研究に関連する一側性不和合
性(Unirateral Incompatibility, UI)
の交雑時に頻繁に観察される受精拒絶システム
の 1 つとして
例が示されてきた。しかしながら遺伝的背景の
異なる近縁種間の交配のため、遺伝学的な解
析が困難であり、現在までに明確な機構の解明
はおろ
て不足しているのが現状であった

本研究代表者は、以前の研究でアブラナ科
植物 Brassica rapa
見出していた。この
系統と、トルコ由来の系統とを交雑させた際に生
じるもので、下図の様にトルコ系統花粉は、日本
系統のめしべ上で同一種内にもかかわらず花粉
管を伸ばすことができず、一方で逆向きの交雑
では受粉が成立するというものであった。
 
 また
げる点について明らかにしてきた。

(1) この
MLPK
を引き起こす。

(2) 花粉側・柱頭側両制御因子はともに
座とは異なる

(3) 両因子は互いに非常に近接し、分離世代
1500
う。

(4) 柱頭側は胞子体的に機能し、花粉側は配偶
体的

 さらに、
両因子を挟む約
上に同定した。
候補となる遺伝子が座乗していることを明らか

Brassica rapa
あるトルコ系統の花粉（♂）は
同一種内にもかかわらず花粉管を伸ばせずに受精できない…　UI
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にアグロバクテリウムにより導入した。この結果、
PUI1
与することができたものの、
できなかった。以上の結果から、
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 めしべ側因子については、
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判明しているが、これまで
能証明がされた遺伝子は極わずかであり、不和
合性反応との関連が示されている遺伝子は全く
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ルであることが明らかになった。
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次に、
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開済みのゲノム情報からは
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とが明らかになった。
縁種の
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また、申請期間を通して
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定することはできなかった。つまり
は SI
様にふるまうことが明らかになった。
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型キナーゼの全長をコードすると考えられるアリ
ルを 8 つ見出した。また、フレームシフトによる異
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SUI1 推定アミノ酸配列の分子系統樹

次に、B. rapa
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定することはできなかった。つまり
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。植物ゲノム中に存在する多数の
体ならびに SP11
を支持しているのかもしれない。
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つ見出した。また、フレームシフトによる異

を原因とするト
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属植物の分化後に起こったイベ
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また、申請期間を通して

遺伝子分離世代の解析を終了した
が、これら遺伝子間領域での組み換え個体を確
定することはできなかった。つまり

SRK, SP11 と同様に
様にふるまうことが明らかになった。

本研究では SUI1
異なる地域間に出現した受粉時不和合性

機構を明らかにした。今回の UI
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得るという知見はこれまでにはない、新規なもの
であり、同様の機構で引き起こされる種間一側
性不和合性を否定するものではない

。植物ゲノム中に存在する多数の
SP11 様リガンドがそういった可能性

を支持しているのかもしれない。

日本、トルコの両系統から受容体
型キナーゼの全長をコードすると考えられるアリ

つ見出した。また、フレームシフトによる異
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いたものの、栽培種では完全長のSUI1を持つこ
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属植物のゲノム情報を用い
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すことはできなかった。これれら結果から、

領域の遺伝子重複は Arabidopsis
属植物の分化後に起こったイベ

5000 個体以上の
遺伝子分離世代の解析を終了した

が、これら遺伝子間領域での組み換え個体を確
定することはできなかった。つまり SUI1 と
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遺伝子の重複と相互の機能損失
が他者の認識と拒絶機構を

得るという知見はこれまでにはない、新規なもの
であり、同様の機構で引き起こされる種間一側
性不和合性を否定するものではないと考えられ

。植物ゲノム中に存在する多数の SRK 様受容
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